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「詳説 物理化学Monographシリーズ」(中巻) 第1版第1刷 加筆・変更点 

加筆・変更箇所 加筆・変更前 加筆・変更後 
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p. 12-5, 下から第7行 式(32) 式(33) 

p. 12-7, 第5行 275.97 10 kg  245.97 10 kg  

p. 12-7, 第6行 227.34 10 kg  227.35 10 kg  

p. 12-7, 下から第3行 41.32 10 s 3 hr 40 min   54.16 10 s 115 hr 38 min   

p. 12-7, 下から第2行 3 hr 40 min 115 hr 38 min 

p. 12-65, 第11行 ，固有関数 (削除) 

p. 13-25, 第16, 18行 LM  SM  

p. 13-25, 式(81), (82)-1, 

(83) 

LM  SM  

p. 13-27, 下から第6行 
1LM  LM  

p. 13-32, 第12行 よい)。 よい。 

p. 13-38, 下から第11行 式(116)と 1
g
 の 0SM  と 

p. 13-38, 式(127)-2  (全体を 2 で割る) 

p. 13-41, 第14行 , iZs , 2
is  (削除) 

p. 13-41, 第15行 , 
ism , is  (削除) 

p. 13-41, 脚注3 , iZs , 2
is  (削除) 

p. 13-42, 脚注1 2
l  2

il  

p. 13-42, 脚注1 , iZs , 2
is  (削除) 

p. 13-42, 脚注1 

(2箇所) 

, SM , S (削除) 

p. 13-42, 脚注1 , 
ism , is  (削除) 

p. 13-47, 式(169)-2  (スピン関数をすべて削除) 

p. 13-54, 式(192) | |      | |      

p. 13-54, 式(194) σ  
vσ  

p. 13-55, 第3行 B B 

p. 13-57, 式(221)-3  (削除) 

p. 13-57, 式(222)-2  (次式に置き換える) 

12 12| | | |g g                 

12 12| | | |g g             

p. 13-58, 図3 ( 4a Σ のエネルギー) 10 cm  15844 cm  

p. 13-58, 脚注1 MoleculesSpectra Molecules, Spectra 

p. 13-60, 第11行 をを を 

p. 13-60, 下から第4行 (143) (142) 

p. 13-66, 第6, 8行 2
S  2

S  

p. 13-69, 下から第3行 2
S  2

S  

p. 14-1, 下から第5行 理解には 理解に 
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加筆・変更箇所 加筆・変更前 加筆・変更後 

p. 14-3, 図1 rv  rv  

p. 14-4, 図2 rv  rv  

p. 14-5, 式(26), (27)     

p. 14-7, 式(37) (積分の中の)v v' 

p. 14-7, 下から第5行 (33)  (34) (33)  (34)  (35) 

p. 14-9, 第2行 (x)  ( )x  

p. 14-9, 式(60)  (右辺削除) 

p. 14-9, 第7行 (x)  ( )x  

p. 15-4, 第3行 波線 破線 

p. 15-8, 図1タイトル 波線 破線 

p. 16-13, 下から第3, 4行 

(計3箇所) 

( , )H q Q  ( , )H r Q  

p. 16-14, 第1行 6hC  6hD  

p. 16-15, 下から第2行 z 軸 z 軸 

p. 17-20, 下から第7行 lnR V  lnnR V  

p. 17-19, 下から第2行 GibbsエネルギーGIIb 化学ポテンシャル 

p. 17-20, 下から第6行 lnR p  lnnR p  

p. 17-24, 第10行 0p  p  

p. 17-30, 式(107)-3  (削除) 

p. 17-31, 脚注6 相の間の混合はないので，混合エント

ロピーが反応進行の推進力にならな

い。したがって，条件によって，始原

系あるいは生成系 

相の間の混合がないので，始原系あるい

は生成系 

p. 17-42, 第4行   

p. 17-43, 第1行 3 mol混合 3 molの混合 

p. 17-43, 第3～4行 化学種はは 化学種は 

p. 17-48, 式(188) e( ) i
ix   e( ) i

ix   
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p. 17-54, 第7行 式(176) 式(210) 

p. 17-59, 式(240) 右辺第2
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p. 17-67, 第9行 §8で 本節で 

p. 17-69, 下から第2行 化学ポテンシャルと 化学ポテンシャルを 

p. 17-74, 第2行 全圧T 温度T 

p. 17-91, 第7行 式(56) 式(55) 

p. 17-91, 脚注3  (以下を追記) 

25 Cでの平衡水蒸気圧0.0317 bar(= 

3.17 kPa)以上の水蒸気は存在できない

が，ここでは仮想的な状況で考える。 
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加筆・変更箇所 加筆・変更前 加筆・変更後 

p. 17-92, 脚注1 273.14 237.13 

p. 17-96, 脚注2 1.0008 1.008 

p. 17-115, 下から第2行 理想溶液 非理想溶液 

p. 17-117, 脚注1 波線 破線 

p. 17-121, 第7行 「Raoult基準」溶質を 「Raoult基準」，溶質を 

p. 17-125, 下から第3行 式(548) 式(536) 

p. 17-128, 下から第8行 式(548) 式(561)’ 

p. 17-129, 下から第9行 相 α  相  

p. 17-129, 式(568) 

T

α  


T
 

p. 17-129, 下から第6行 α 相  相 

p. 17-129, 下から第5行 α α( , , )T p a  ( , , )T p a   

p. 17-129, 式(569) α α( , , )T p a  ( , , )T p a   

p. 17-129, 第7行 式(548) 式(561)’ 

p. 17-130, 式(575), (576) ( , , )i iT p x  ( , , )i iT p a  

p. 17-132, 脚注3 あろう，原理は あろうが，原理は 

p. 17-135, 脚注5 についてには については 

p. 17-138, 第3行 標準熱力学量 (削除) 

p. 17-140, 第1行 第2項は 第2項の[ ]内は 

p. 17-140, 式(633)-1 ln(1 )a    ln(1 )a    

p. 17-140, 式(633)-2 ln(1 )a    ln(1 )a    

p. 17-143, 下から第7行 第2項は 第2項の[ ]内を 

p. 17-143, 下から第6行 と記すと で表すと 

p. 17-146, 式(665)-3  (削除) 

p. 17-146, 下から第2行 式(665)-3 式(665)-2 

p. 17-146, 下から第2行 第2項は 第2項の[ ]内は 

p. 17-147, 式(667)-1a (1 )ln[ (1 )]a a     ln[ (1 )]a a    

p. 17-152, 式(693) ( , )T p  ( , )T p   

p. 17-152, 式(693) ( , )A T v  ( , )A T v  

p. 17-153, 式(696)-1 (696)-1 (696)-2 

p. 17-154, 文献9 1994年 1993年 

p. 17-155, 文献17 Silberstein Silverstein 

p. 18-2, 脚注6 Boltamann Boltzmann 

p. 18-2, 脚注2 もある もある。 

p. 18-6, 下から第3行 巨視状態6 巨視状態5 

p. 18-6, 脚注6 ln kG  ln kW  

p. 18-9, 第8行 E E N の E の 
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加筆・変更箇所 加筆・変更前 加筆・変更後 

p. 18-21, 脚注1 学部学生時代が 学部学生時代に 

p. 18-22, 下から第5, 4行 

(2箇所) 

{ }in  { }jn  

p. 18-23, 第5行   

p. 18-26, 下から第5行 1913年 1912年 

p. 18-26, 脚注3 1913年 1912年 

p. 18-27, 式(53), (55) S  S  

p. 18-27, 下から第3行 振動がなく運動 移動がない運動 

p. 18-32, 第4～5行 式{いD181} 式(4) 

p. 18-32, 第18行 MB統計とBE統計が同じ数(3)を与える

にもかかわらず， 

(削除) 

p. 18-35, 第8行 変形する十すると 変形すると 

p. 18-37, 表4  (注1) in  in  

p. 18-37, 脚注1 1992 1912 

p. 18-44, 式(134)-1 d ln G  d lnW  

p. 18-44, 第6, 8行 ln G  lnW  

p. 18-45, 第8行 式(135) 式(143) 

p. 18-45, 第12行 独立ではなかったが 独立ではなくなったが 

p. 18-45, 式(147) 
ln i
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i
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p. 18-45, 脚注1 ようにになる ようになる 

p. 18-59, 第4行 3
cm


 

3
cm  

p. 18-65, 表6 脚注 b b 

p. 18-68, 式(277) 
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p. 18-77, 式(328) lnRT v  d lnRT v  

p. 18-78, 第2行 式(8) 式(7) 

p. 18-79, 第4行目 微視状態小数 微視状態総数 

p. 18-80, 下から第3行 Avogdro Avogadro 

p. 18-82 (8箇所) mG  mW  

p. 18-83, 下から第11行 §2 §3 

p. 18-86, 文献4 大島広行 阿部正彦 大島広行，阿部正彦 

索引, p. 6, 右カラム(3箇

所) 

ギブス ギブズ 
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